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(2) non-osci 1 atory なコンパートメントシステムにおいて，単一の制約条件下のインパルス入力に
よる最適化問題について考察し，その最適解をインパルス応答を用いて具体的に表現する公式を導い
ている。さらに，制約条件が複数個存在する場合のインパルス入力による最適化問題について考察し，
その最適解を求めるアルゴリズムを導出している。
(3) 薬剤の最適投与問題がコンパートメン卜システムにおけるインパルス最適制御問題に帰着されるこ
とに着目し，この最適解に基づき，最適投与法における投与間隔と維持量との関係などの特徴を明ら
かにし，かっ，その臨床医学的意義について検討している。
(4) コンパートメントシステムをモデルとして使用する際に必要な一連の数値計算の問題，すなわち，
構造可同定性，実現可能性，および可到達性の検討，さらにインパルス応答の同定，最適制御の求解
について，一括した数値計算70 ログラムパッケージを開発している。
以上のように本論文は，コンパートメントシステムの最適制御について実用的な求解法を導くととも
に，薬剤投与法に学術的かっ臨床医学的に有用な知見を与えたものであり，制御工学ならびに医用工学
の発展に寄与するところが大き L、。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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